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8. ໰୊ͷจதͷ ΞΠ , ΢ ͳͲʹ͸, ಛʹ͕ࣔࢦͳ͍ݶΓ, ෛͷූ߸ (−)·ͨ͸਺ࣈ (0∼ 9)͕

ೖΓ·͢. Ξ, Π, ΢ͷҰͭҰͭ͸, ͜ΕΒͷ͍ͣΕ͔ҰͭʹରԠ͠·͢. ͦΕΒΛղ౴༻ࢴͷΞ, Π, ΢

ͷͰࣔ͞Εͨղ౴ཝʹϚʔΫͯ͠౴͑Δ͜ͱ.

ྫ ΞΠ΢ ʹ −83ͱ౴͍͑ͨͱ͖

ΤΦΧ ʹ 256ͱ౴͍͑ͨͱ͖

9. ղ౴͸ղ౴ཝͷܗͰ౴͑Δ͜ͱ.

ྫ͑͹, ղ౴͕
2

5
ͷͱ͖, ղ౴ཝ͕ Ω . Ϋ ͳΒ͹ 0.4ͱͯ͠౴͑Δ͜ͱ.

10. ෼਺ͷ౴͑͸, ͦΕҎ্໿෼Ͱ͖ͳ͍ܗͰ౴͑Δ͜ͱ. ྫ͑͹,
2

3
Λ

4

6
ͱ౴͑ͯ΋ਖ਼ղʹͳΓ·ͤΜ.

11. ෼਺ͷܗͷ౴͑ʹෛͷූ߸͕ͭ͘৔߹͸, ෼ࢠʹ͚ͭ, ෼฼ʹ͚ͭͯ͸͍͚·ͤΜ.

ྫ͑͹,
έί

α
ʹ, −3

4
ͱ౴͍͑ͨͱ͖͸,

−3

4
ͱͯ͠౴͑Δ͜ͱ.

12. ࠜ߸ΛؚΉܗͰղ౴͢Δ৔߹, ࠜ߸ͷதʹݱΕΔࣗવ਺͕࠷খͱͳΔܗͰ౴͑Δ͜ͱ.

ྫ͑͹, γ
√

ε ʹ 4
√
2ͱ౴͑Δͱ͜ΖΛ, 2

√
8ͷΑ͏ʹ౴͑ͯ΋ਖ਼ղʹ͸ͳΓ·ͤΜ.



1 次の各問いに答えなさい。

(1) −
(
5

2

)2

+ 4 +
3

8
÷ 7

2
を計算すると

アイウ
エ

である。

(2)

√
20

6
× 9√

50
÷
√

5

8
×

√
10

12
を計算すると

√
オカ
キ

である。

(3) 2次方程式 x2 + ax− 24 = 0の解の 1つが 2のとき，aの値は クケ であり，もう 1つの解
は コサシ である。

(4) 2つの関数 y = kx2と y =
30

x
について，xの値が 1から 5まで増加するときの変化の割合が等し

いとき，k の値は スセ である。

(5) 下の図のように，関数 y = ax2 のグラフ上に点 A，点 Bがあり，関数 y = −2x2 のグラフ上に点
C，点 Dがある。線分 ABと線分 CDは x軸に平行で，線分 ADと線分 BCは y 軸に平行である。

点 Aの x座標が 2であり，長方形 ABCDの面積が 40のとき，a =
ソ
タ

である。
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(6) 50円硬貨 2枚と 10円硬貨 3枚がある。これら 5枚の硬貨を同時に投げるとき，表が出た硬貨の

合計金額が 80円以上になる確率は
チ
ツテ

である。ただし，それぞれの硬貨は必ず表か裏のど

ちらかが出て，どちらが出ることも同様に確からしいものとする。

(7) 半径が 4 cm の円を底面とする体積が 64 πcm3 の円錐がある。このとき，円錐の母線の長さは
ト

√
ナニ cmである。

(8) 下の図のように，平行四辺形 ABCD の辺 AB 上に AE : EB = 1 : 2 となる点 E をとり，線分
ECと線分 BDの交点を Fとする。このとき，平行四辺形 ABCDの面積を S，四角形 AEFDの面
積を Tとして，S : Tを最も簡単な自然数比で表すと ヌネ : ノハ である。
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2 下の図のように，2つの直角二等辺三角形 ABCと PQRがあり，∠A = 90◦，AB = AC = 20 cm，
PQ = PR = 12 cmである。△PQRは，辺 AC上を点 Aと点 Pが重なった状態から点 Rと点 Cが重
なる状態まで秒速 2 cmで動く。△PQRの移動時間を x 秒，△ABCと△PQRが重なっている部分の
面積を y cm2 とするとき，次の各問いに答えなさい。

(1) x = 3のとき，y = アイ である。

(2) 点 Qが辺 BCと接するのは x = ウ のときである。

(3) 0 ≦ x ≦ 4のとき，y を xの式で表すと y = エオ x2 + カキ xである。

(4) 10 ≦ x ≦ 16のとき，y を xの式で表すと y = x2 − クケ x+ コサシ である。
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3 下の図のように，黒と白の碁石を黒，白，白，白，黒，白，白，白，· · · の順で重ならないように左か
ら右に並べていく。ただし，1行に 5個の碁石が並んだら次の行に，前の行の最後に続く色の碁石を並べ
ていく。このとき，次の各問いに答えなさい。

(1) 11行目で黒の碁石が置かれている箇所は左から ア 番目である。

(2) 1行目から 12行目まで碁石を並べるとき，黒の碁石は イウ 個必要である。

(3) 自然数 nについて， n行目は左から 2番目が黒の碁石となる。1行目から n行目まで碁石を並べる

とき，黒の碁石は
エ
オ

n個必要である。

(4) 自然数 mについて， m行目は左から 2番目が黒の碁石となる。1行目から m行目まで碁石を並べ
ると，白の碁石が 195個となった。このとき，mの値は カキ である。
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4 短辺の長さが 1 cm，長辺の長さが
√
3 cmの長方形 ABCDがあり，対角線 ACを折り目として下の

図のように折る。ここで頂点 Bは B′ へ移り，AB′ と DCの交点を E，AB′ と BDの交点を F，ACと
BDの交点を Gとする。このとき，次の各問いに答えなさい。

(1) ECの長さは
ア

√
イ

ウ
cmである。

(2) AF : FE : EB′ を最も簡単な整数比で表すと エ : オ : カ である。

(3) DB′ の長さは キ cmである。

(4) 長方形 ABCDの面積は△DEB′ の面積の クケ 倍である。
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